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史
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潮
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藤
原
あ
い

　　　　　　　　　　　　　　　　　私の名前は王・輝（ワン・イー）といいます。10年前、留
　　　　　　　　　　　　　　　　学生として中国から日本へやって来ました。日本の大学院を
　　　　　　　　　　　　　　　　卒業後、西条の会社に就職しましたが、もっと自分の能力を
　　　　　　　　　　　　　　　　高めたいと思い、英語の勉強を始めました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　でも、なかなか上達しません。短期間で上達するには海外
での語学研修しかないと思い、研修を決意しました。研修先は、一番費用が安かったフィリピン
に決めました。
　当初は言っていることも分からないし、こちらが言っていることも通じません。おまけに周り
の学生はほとんど韓国人で、ずいぶん寂しい思いをしました。でも、朝の８時から夕方５時まで
授業、夕食の後も10時ごろまで自習、そんな英語漬けの生活を続け、１カ月が過ぎたころから次
第に周りの学生とも英語でコミュニケーションがとれるようになりました。
　12月から２月までフィリピンは乾季で、朝晩は20℃前後、昼間は26℃～28℃くらいのとても過
ごしやすい、勉強にはもってこいの季節です。３月からは雨季が近づき次第に暑くなり、昼間は
外にいられないので、教室と図書館に引きこもってばかりでした。でも、そのおかげで４カ月の
研修期間が終了する頃には、休みを利用して一人で旅行ができるまで上達しました。
　帰国後は英語に接する機会が減ってしまい、ヒアリング力が落ちた気がしますが、今も英語の
勉強は続けています。今度はアメリカかカナダに留学するのが私の夢です。　　≪著：王・輝≫

▲王・輝さん
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